
中津川市本町
森長可/織田信長の家臣/の一族の後裔と伝えられています森家。
上段の間は、一段高い床造りのお座敷で、当時は、身分の違い
で床の高さが決められていました。
土蔵は土造りの二階建、切妻（きりづま）屋根、江戸時代に普
及した桟瓦葺（さん・かわら・ぶき）、外壁は大部分を海鼠壁
仕上げも見どころです。
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